
1/3 

 

 

 

2025 年 1 月 28 日 

～商品化支援プロジェクト「ワンク堂」～ 

ワンクを活用した商品化支援先の決定について 

－「ワンク」が商品販売促進や地域活性化をお手伝い♪－ 

 西日本シティ銀行（頭取 村上 英之）は、創立 20 周年記念事業の一環として、地元事業者   

さまの応援および地域活性化を目的に、商品化支援プロジェクト～みんなでつくるワンクの  

プロダクト～「ワンク堂」を 2024 年 7 月に立ち上げ、当行公式キャラクター「ワンク」と     

コラボした商品開発など「ワンク」を活用する事業者さまを募集してまいりました。 

 今般、ご応募いただいた事業者さまの中から、当行が商品化や販売に向けた PR などを       

伴走支援し、当行とともに地域を盛り上げていく受賞企業 4 社を決定しましたので、お知らせ   

します。 

 当行は、今後も「ワンク堂」を通じた商品開発や販売促進等を継続し、地元事業者さまと共に

地域活性化に取り組んでまいります。 

（注） ワンク堂の詳細については、2024 年 7 月 26 日付けのニュースリリース「商品化支援プロジェクト   

『ワンク堂』の立ち上げについて」をご参照ください。 

記 

１．受賞企業・応募商品（会社概要は別紙をご参照ください） 

            …「ワンク」のかわいらしさ､スタイリッシュさを商品の一部に取り込む  

アイデアを募集しました。 

            株式会社 SING 

           （代表取締役 中野 英司 さま） 

         応募商品：ワンク×シリコーンゴム 

                             

            株式会社 天山 

（代表取締役 江口 義浩 さま） 

          応募商品：ワンク×和菓子 

 

…「ワンク」の知名度を活かして商品の販売促進につなげるオリジナルパッケージ  

 のアイデアを募集しました。                                              

             株式会社 冨士正醤油醸造元 

（代表取締役 藤 浩太郎 さま） 

応募商品：ワンク×醤油 

           株式会社 モロフジ 

（代表取締役 諸藤 俊郎 さま） 

     応募商品：ワンク×チャック袋 

 

グランプリ 

① 商品開発部門 

準グランプリ 

グランプリ 

② パッケージ部門 

準グランプリ 

＜ワンクをデザインの一部に取り込んだシリコーンゴム製の日用品＞ 

＜ワンクと太宰府の梅をモチーフにした絵柄が刻印された和菓子＞ 

＜ワンクをボトルとパッケージにデザインした本醸造こいくち醤油＞ 

＜ワンクを表面にデザインした小分け用チャック袋＞ 

https://www.ncbank.co.jp/assets/a5d6dd906a3c43e5bbf96d8adc3d2a13/ce70d38eae0c4570b948bf76a416d515/240726-1.pdf
https://www.ncbank.co.jp/assets/a5d6dd906a3c43e5bbf96d8adc3d2a13/ce70d38eae0c4570b948bf76a416d515/240726-1.pdf
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２．今後の商品化・販売化支援について 

 受賞企業 4社には賞金を贈呈するほか、商品化・販売化に向けて、当行が費用を一部負担

します。 

 商品化に伴うデザインの選定については、「ワンク」の生みの親であるGROOVISIONS※1による  

アドバイスを受けながら決定します。 

 販路紹介については、当行がこれまでの「ワンクグッズ」販売ノウハウを存分に発揮した    

支援や情報発信に関するサポートを行います。 

※1 GROOVISIONS とは、東京にある日本を代表するデザイン集団で､グラフィックを中心に､音楽･  

出版･ プロダクト･インテリア･ファッション･ウェブなど多様な領域で活動しています。 

プロジェクト 

の 流 れ 

① ≪事業者さまの募集≫ 

当行営業店や専用応募サイトを通じ、事業者さまを募集（7/26~10/31）。 

② ≪支援先の決定≫ 

応募いただいた中から、当行と「ワンク」をデザインした GROOVISIONS が、

『商品開発部門』『パッケージ部門』のそれぞれに「グランプリ」、     

「準グランプリ」の 2点（計 4 点）を選定し、支援先を決定。 

 “アイデア性”、“デザイン性”、“商品化に適しているか”などが  

「グランプリ」、「準グランプリ」選定のポイント。 

③ ≪商品化支援≫ 

受賞企業 4 社には、当行との間で、それぞれ「ワンク」の使用に関して   

「キャラクターの再使用許諾に関する契約」を締結いただきます。その後、

商品化に向け、デザイン検討や販路紹介などを行います。        

                 

 

 

 

④ ≪販売支援≫ 

当行が「ワンクグッズ取扱店」を紹介するほか、事業者さまが運営する店舗や

EC サイトでの販売開始に向けた情報発信などのサポートをします。 

 

 

 

 

 

 

※2 直近の「ワンク」に関する福岡県内でのアンケート調査では、「ワンク」を「好き」「まあ好き」と答えた人

の割合は 8 割超となりました。 

３．商品化の時期について  

ワンク堂で商品化した商品は、2025 年夏ごろを目途に販売開始を予定しています。販売日、

販売価格、購入できる場所等詳細が決まりましたら、改めて発表いたします。 

以 上 

 

 

★本日公表 

今後の支援内容 

本件および「ワンク堂」に関するお問い合わせ先 

広報文化部 渡・植山 TEL 092-461-1869 

 

（イメージ） 

＜商品化・販売後＞ 

 事業者さまは、「ワンク」の地元福岡での絶大な認知度・好感度※2を活かした新商品による

売上アップが見込めます。 

 新商品の売上の一部は、地域の子ども食堂などに寄付する仕組みのため、SDGs への取組みに 

貢献することができます。 
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別 紙 受賞企業の概要 

 

グランプリ 

株式会社 SING （シリコーン製品製造・販売） 

 住所：福岡県久留米市大善寺町宮本 768番地 2【本社】 

福岡県太宰府市内山 636 番地【事務所】 

 H  P：https://sing-si.co.jp/ 

・ 当社は久留米市に本社があり、太宰府市でシリコーンゴム製品を製造しています。 

・ シリコーンゴムは耐熱性・耐腐食性といった高機能材料としての特性がある 

一方、他のゴムよりも価格が高くコスト面で劣るといった特徴があります。 

・ 当社はシリコーンゴムの製造を専門にすることで、材料の大量仕入れによる 

大幅なコストダウンを図り、低コストで製品を製造しています。 

・ 「シリコーンゴムの製品を頼むなら SING しかない」。そんなお言葉を頂くため

に、企業努力を怠らず日々改善を重ね、シリコーンゴムのことならどこにも  

負けない自負と確かな技術力で多くのお客さまからの支持を得ています。 

準グランプリ 

株式会社 天山 （食料品製造・販売） 

 住所：福岡県太宰府市宰府 2 丁目 7 番 12号 

 H P：https://www.monaka-de.com/ 

・ 当社は創業から 20 年以上、伝統的な和菓子を提供しつつも、時代に合わせた 

新たな価値を生み出してきた和菓子屋です。あずきや皮などの原材料に      

こだわり、一つひとつ丁寧に手作りしている和菓子を提供しています。 

・ 素材の良さを引き出す和菓子の伝統を大切にしつつ、和菓子の垣根を超えた、

新しい世界に挑戦し、お客さまにこの上ない驚きと感動をお届けしています。 

・ 当社太宰府店は太宰府参道の中に店舗を構え、鬼瓦最中を主力商品に、福岡名

産のあまおう苺や栗（いずれも期間限定）などを使った、食べ歩きできる和菓

子を提供しており、テレビや雑誌で多数の取材を受ける人気店となっています。 
 

 

グランプリ 

株式会社 冨士正醤油醸造元 （食料品製造・販売） 

 住所：福岡県糟屋郡志免町別府 1丁目 8 番 16号 

 URL：https://fujimasa-kamosu.co.jp/  

・ 当社は、日露戦争終結後、志免町が産炭地として劇的に町の姿を変えはじめて

いた 1909（明治 42）年に創業しました。以来、当社は醤油造りを通して郷土の

食卓、地域の味を見つめ続け、2009 年には創業 100 周年を迎えました。 

・ 当社は、この地に育まれてきた地醤油を、これからも守りつないでいくこと、  

そして、社業を通して地域の未来に貢献できることを目指し、研鑽努力を続け

ています。 

・ 麹菌が大豆や小麦成分を分解し、より体に有用な成分を醸し出すように、当社

は「ふるさとを醸す」ことで、地域にとっての麹菌のようでありたいとの思い

を今も変わらず持ち続けています。 

準グランプリ 

株式会社 モロフジ （包装資材製造・販売） 

 住所：福岡県筑紫野市武蔵 3 丁目 2 番 18号 

 URL：https://www.morofuji-g.jp/ 

・ 当社は 1953（昭和 28）年の創業以来、包装業界のトップランナーとして走って

きました。手提袋の主役は紙袋からポリ袋へバトンタッチし、現在に至るまで

実に様々な素材や形状の袋が生まれてきました。当社もまた問屋から手提袋の

メーカーへと進化を遂げ、時代やお客さまの要望に即した手提袋を提供すべく、

日々研究を重ねています。 

・ 当社には手提袋のプロフェッショナルとして長年培ってきたノウハウがあり、

経験と実績というソフトと万全の生産体制というハードの両方を最大限に活用

しながら大切な製品をお客さまの手元にお届けしています。 

 

② パッケージ部門 

① 商品開発部門 

https://sing-si.co.jp/
https://www.monaka-de.com/
https://fujimasa-kamosu.co.jp/
https://www.morofuji-g.jp/

